
【診療所シェアNo.1】※1電子カルテMedicomとは

１．会計・算定効率化 ～“リアルタイムチェック”で収益の差をつける～
レセプト算定漏れは医院経営の大きな損失です。Medicomではカルテ入力内容をもとに算定
可能な項目を抽出する独自の自動算定機能を搭載。リアルタイムチェックで医院経営を強力にア
シストします。

方式 クラウド ハイブリッド（オンプレ＋クラウド）

サポート チャット/電話/（訪問：Premiumのみ） 訪問/電話/FAX/リモート

初期費用 0円 or １２０万円～ 端末数に応じて変動

月額費用 24,800円 or 29,800円(税抜） 端末数に応じて変動

構成 レセコン一体型電子カルテ レセコン一体型電子カルテ

私たちは、1972年に国内で初めてレセプトコンピューターを開発、発売しました。
レセプトコンピューターを世に出して約50年、おかげさまで多くの診療所でご導入いただいています。

これまで多くのユーザー様をサポートしてきたノウハウをもとに、電子カルテの運用提案やサポートを提供します。

豊富な導入実績に基づき、
理想のクリニック実現をお手伝いします

※1 株式会社富士経済「2025年版医療・ヘルスケア・製薬DX関連市場の現状と将来展望」 より2024年実績金額ベース 診療所向け電子カルテ（オンプレミス型/クラウド型）
※2 株式会社富士経済「2022年医療連携・医療プラットフォーム関連市場の現状と将来展望」より2020年企業シェア・数量ベース レセプトコンピューター（PHC実績）

診療所向け電子カルテ 製品ラインナップ

2025年4月新発売

Medicomはオンライン資格確認 導入数 No.1※4

ウィーメックス株式会社
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷3丁目25番18号 NBFガーデンフロント14F

※3 販売代理店、保守サポート提携先を含む（2024年4月時点）
※4 厚労省Webサイト (オンライン資格確認の都道府県別導入状況について（https://www.mhlw.go.jp/stf/index_14821.html)) 内で

公表データに基づき2022年3月27日時点の運用機関数（病院・診療所・薬局の合計）より算出

ウィーメックス
コーポレートサイト

2つのラインナップから
ご希望の運用に合わせて
ご提案いたします

システム開発・サポートの両面からクリニックの医療DXを支援してまいります

２．医療DX対応・サポート ～クリニックが“機会損失をしない”迅速な対応～
政府主導の医療DXが加速しており、今後も医療機関・メーカー両者へ対応が求められます。
Medicomはオンライン資格確認・電子処方箋導入等の豊富な実績をもとに医療DXを適切に
支援します。サポート拠点は業界トップクラスの157拠点※3。充実のインストラクション、システ
ムサポート、医療事務講座などをご利用いただけます。

【表②】ラインナップ_QR

～～Medicomの強み～～

←配布先企業ごとのQRコード

[項目13]使用素材③素材の入手先
次の購入素材を使用
・ 「PIXTA」(https://pixta.jp/)

(URL：https://www.wemex.com)

シンプルかつ低価格

システムに合わせて運用構築
充実の連携とカスタマイズ

クリニックに合わせて運用構築

お問合せはこちらお問合せはこちらから

https://go.medicom.phchd.com/tcdc
2601

W0234-1
【URL】

https://www.mhlw.go.jp/stf/index_14821.html)
https://www.mhlw.go.jp/stf/index_14821.html)
https://pixta.jp/)
https://www.wemex.com/


2．会計・算定効率化 ～“リアルタイムチェック”で収益の差をつける～
レセプト算定漏れは医院経営の大きな損失です。Medicomではカルテ入力内容をもとに算定可能な項目を抽出する独自の
自動算定機能を搭載。リアルタイムチェックで医院経営を強力にアシストします。

サポート チャット/電話/（訪問：Premiumのみ）

構成 レセコン一体型電子カルテ

私たちは、1972年に国内で初めてレセプトコンピューターを開発、発売しました。
レセプトコンピュータを世に出して約50年、おかげさまで多くの診療所でご導入いただいています。

これまで多くのユーザー様をサポートしてきたノウハウをもとに、電子カルテの運用提案やサポートを提供します。

豊富な導入実績に基づき、
理想のクリニック実現をお手伝いします

ウィーメックス株式会社
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷3丁目25番18号 NBFガーデンフロント14F

【表②】クラウドカルテ_QR

3．医療DX対応・サポート ～クリニックが“機会損失をしない”迅速な対応～
政府主導の医療DXが加速しており、今後も医療機関・メーカー両者へ対応が求められます。Medicomはオンライン資格確
認・電子処方箋導入等の豊富な実績をもとに医療DXを適切に支援します。サポート拠点は業界トップクラスの157拠点※1。
充実のインストラクション、システムサポート、医療事務講座などをご利用いただけます。

2025年4月新発売

医療DX適応の
完全クラウド型電子カルテ
｜クラウド型でコストを抑えた導入が可能
初期費用0円、月額24.800円（税抜）～
（充実したサポート体制のPremiumプランもご用意）

｜医事一体型だからこそ実現できる算定・会計効率化
AI自動算定機能を標準搭載、算定漏れを防ぐ

Medicom クラウドカルテ 3つの特長

1．使いやすさ ～オンプレの使いやすさを、クラウドにも～
シェアNo.1※1の導入実績から導き出した「診療を真にスピーディーにする」UIに。初めてでも直感的に使いやすく、スピー
ディー に入力できる設計で「医師やスタッフの業務を最大限効率化できる」ユーザー体験を提供します。診療情報提供書の
作成サポートなどオンプレで好評だった機能も搭載しています。

Medicomは 診療所シェア No.1

Medicomはオンライン資格確認 導入数 No.1※2

初期費用 0円 or １２０万円～

月額費用 24,800円 or 29,800円(税抜）

システム開発・サポートの両面から
クリニックの医療DXを支援してまいります

【詳細】Basic/Premium 2プラン

ウィーメックス
コーポレートサイト

(URL：https://www.wemex.com)

←配布先企業ごとのQRコード

※3 株式会社富士経済「2025年版医療・ヘルスケア・製薬DX関連市場の現状と将来展望」 より2024年実績金額ベース
診療所向け電子カルテ（オンプレミス型/クラウド型）

※4 株式会社富士経済「2022年医療連携・医療プラットフォーム関連市場の現状と将来展望」より2020年企業シェア・数量ベース
レセプトコンピューター（PHC実績）

※1 販売代理店、保守サポート提携先を含む（2024年4月時点）
※2 厚労省Webサイト (オンライン資格確認の都道府県別導入状況について（https://www.mhlw.go.jp/stf/index_14821.html)) 内で公表データに基づき

2022年3月27日時点の運用機関数（病院・診療所・薬局の合計）より算出

お問合せは
こちら

W0234-２
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